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国際植物防疫年2020オフィシャルサポーター
取組案の提案について

　国際植物防疫年2020オフィシャルサポーター実施規約第３条に基づき、取組案を以下のとおり作成し、サポーターとしての認定を求めます。

令和　　年　　月　　日

サポーターの名称、住所

農林水産省御中
	令和２年の取組の概要
	（いつ、どこで、誰に、何を、どのように行う予定か具体的に記載。国際植物防疫年2020のロゴを使用する場合はその旨も記載。）








	取組スケジュール
	





	取組による効果の見込み
	





	担当者連絡先
	





様式第１（記載例）

国際植物防疫年2020オフィシャルサポーターの締結のための
取組案の提案について

　国際植物防疫年2020オフィシャルサポーター実施規約第６条第１項に基づき、取組実績等を報告します。

令和元年12月15日

○○株式会社
東京都千代田区霞ヶ関○-○-○

農林水産省御中
	令和２年の取組の概要
	· 2020年〇月～〇月、○○協議会のホームページ及びSNSにおいて、国際植物防疫年2020のロゴ及びWebサイトのリンクを紹介し、協議会会員に対して国際植物防疫年2020の趣旨、植物防疫の重要性を周知する。
· 2020年〇月～〇月、○○空港の出発手続カウンターで植物検疫に関するリーフレットの設置を行うとともに、○○～○○航路において植物検疫制度に関する機内アナウンスを実施し、旅行客に対して植物の持ち込み規制に関する広報を実施する。
· 2020年〇月、○○学校（又は会社）において、学生に対して植物防疫に関する講座（又は研修会）を開催する。
· 2020年○月、○○に関する市民公開イベントにおいて、国際植物防疫年2020をテーマとしたセッションを開催し、植物防疫に関するセミナーを行う。

	取組スケジュール
	通年：○○
3月～6月：○○、11月：○○

	取組による効果の見込み

	· Webサイト(アクセス数○○人/月)での発信、SNS(フォロワー数○○人)への発信により、植物防疫の認知度を高める。
· リーフレット配布や機内放送により、植物の輸入の規制について旅行者に周知。
· 社内研修（例年○○人受講）により、植物防疫に関する認識を向上。

	担当者連絡先
	農水　花子（○○部□□課）
03-1234-5678 hanako@xxx.co.jp



